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健康
アドバイス

総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
母
子
保
健
係
・
℡
２
２
９-

４
１
２
５

食
育
に
つ
い
て

■
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
／
消
費
生
活
レ
ポ
ー
ト
／
交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
に
■

つ
ま
り
、
私
た
ち
の
心
も
体
も
「
食
」

の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。で

は
、
な
ぜ
最
近
「
食
育
」
と
い
う
こ

と
ば
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。「
食
」
は
人
が
生
き
て
い
く
た

め
に
不
可
欠
で
す
が
、
今
日
で
は
次
の
よ

う
な
問
題
点
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
「
食
」
を
大
切
に
す
る
心
が
、
希
薄
に

な
っ
て
き
て
い
る

②
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
偏
っ
た
食
事
や
、
不

規
則
な
食
事
が
増
え
て
き
て
い
る

③
肥
満
や
生
活
習
慣
病
（
が
ん
・
糖
尿
病

な
ど
）
が
増
え
て
き
て
い
る

近
ご
ろ
「
食
育
」
と
い
う
こ
と
ば
を
よ

く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。で
は
、

食
育
と
は
い
っ
た
い
何
で
し
ょ
う
か
。
こ

と
し
七
月
に
施
行
さ
れ
た
食
育
基
本
法
で

は
、
食
育
を
次
の
よ
う
に
位
置
付
け
て
い

ま
す
。

①
生
き
る
う
え
で
の
基
本
で
あ
っ
て
、
知

育
・
徳
育
お
よ
び
体
育
の
基
礎
と
な
る

べ
き
も
の

②
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
じ
て
、「
食
」

に
関
す
る
知
識
と
「
食
」
を
選
択
す
る

力
を
習
得
し
、
健
全
な
食
生
活
を
実
践

す
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
を
育
て
る
こ

と

例
年
、
年
末
年
始
は
飲
酒
の
機
会
が
多
く
、
交
通

量
の
増
加
や
慌
た
だ
し
さ
な
ど
か
ら
、
交
通
事
故
が

多
発
し
ま
す
。
市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
交
通
事
故

防
止
を
呼
び
か
け
る
た
め
、
川
越
警
察
署
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
機
関
・
団
体
と
協
力
し
、
次
の
と
お
り

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
広
報
車
に
よ

る
市
内
巡
回
広
報
を
随
時
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

■
年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運
動
開
始
式
及お

よ

び
自

転
車
の
安
全
利
用
推
進
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
お
か
わ
り
君
」
の
愛
称
で
人
気
者
の
西
武
ラ
イ
オ

ン
ズ
・
中な

か

村む
ら

剛た
け

也や

選
手
が
、
一
日
警
察
署
長
と
し
て

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時
…
12
月
15
日
斥
、
午
後
２
時
〜
　
会
場
…
西
武

本
川
越
ペ
ペ
前
広
場
（
雨
天
の
場
合
は
本
川
越
駅
一

階
改
札
前
）

■
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
促
進
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン

日
時
…
12
月
19
日
席
、
午
後
２
時
〜
（
雨
天
中
止
）

会
場
…
県
道
川
越
日
高
線
の
関
越
自
動
車
道
ガ
ー
ド

下
（
的ま

と

場ば

二
丁
目
）

■
飲
酒
運
転
追
放
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
時
…
12
月
22
日
斥
、
午
後
２
時
〜
（
雨
天
中
止
）

会
場
…
川
越
自
動
車
学
校
前
（
野の

田だ

町ま
ち

二
丁
目
）

＊
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

12
月
15
日
斥
〜
１
月
３
日
惜

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運
動
を
実
施
し
ま
す

総
合
交
通
政
策
課
交
通
安
全
指
導
係

℡
２
２
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８
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１
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線
３
２
６
５ 42

事例
ガラス容器入りのろうそくに火を付けて、しばらく
したら容器の口部分が燃え上がりました。そこで、す
ぐに吹き消したところ、溶けてたまっていたろうが顔
と手に飛んで、やけどしてしまいました。
消費者へのアドバイス
容器の状態やろうそくの形など、条件によっては、

溶けてたまったろうがその場で気体になり、上面に火
が付いてしまう危険性があります。
火が付いているときには、ろうそくのそばを離れな
いようにしましょう。そして、ろうが溶けてたくさん
たまったら、念のため火を消しましょう。その時は吹
き消すのではなく、なるべく陶器などをかぶせて空気
を遮断することで消すようにしましょう。
また、使用上の注意をよく読んで守ることが大切で
す。パーティーの際や、最近流行のヒーリング用アロ
マろうそくなど、身近な場面でろうそくを使うことが
多くなってきたのではないでしょうか。しかし、小さ
くても火を使うのですから、十分な気配りが必要です。
燃えやすい物の近くでは、決して使用しないようにし
ましょう。火を消した後も、熱いうちは直接触らない
ようにしましょう。
ろうそくは生活を豊かにしてくれますが、事故が起
こらないように気を付けて使用することが大切です。

＊　　　　＊　　　　＊

■消費生活相談
生活情報センターおよび市民相談室分室で行ってい

ます。日時等、詳しくは毎月25日発行の広報川越・

市民相談案内をご覧ください。

問い合わせ…生活情報センター（脇
わき

田
た

町
まち

105・アト
レ６階）・℡226ー7066

消消費費生生活活レレポポーートト　　113300
ろうそくの事故

④
過
度
の
や
せ
志
向

⑤
「
食
」
の
安
全
上
の
問
題
の
発
生

⑥
「
食
」
の
海
外
へ
の
依
存

⑦
伝
統
あ
る
食
文
化
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

こ
の
よ
う
な
問
題
を
見
直
す
た
め
に

は
、
私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
分
や
家

族
の
切
実
な
問
題
と
し
て
、
食
生
活
全
般

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
今

後
、家
庭
・
学
校
・
保
育
所
・
地
域
な
ど
、

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
食
育
の

活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
に

参
加
・
協
力
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
で

き
る
こ
と
か
ら
食
生
活
を
改
善
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
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■
み
ん
な
の
作
文
／
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
／
お
し
ゃ
べ
り
倶
楽
部
■

短
　
歌

四
元
仰
・
選

朝
寒
に
起
き
て
着
が
え
る
我わ

れ

を
見
て
足
細
く
な
り
し
と
息
子
は
な
げ
く

田
中
英
子(

三
光
町)

秋
空
の
碧あ

お

ど
こ
ま
で
も
透
き
と
お
り
諭
さ
る
る
ご
と
わ
だ
か
ま
り
捨
つ

中
野
敬
三(

富
士
見
町)

離
れ
て
も
馴な

染じ

み
の
床
屋
に
帰
り
来
て
そ
こ
に
も
息
子
ら
古ふ

る

里さ
と

を
も
つ

西
角
美
知
子(

広
谷
新
町)

幼お
さ

な
子
は
見
え
て
聞
こ
ゆ
る
か
顔
見
つ
め
抱
け
る
母
と
は
な
し
す
る
ら
し

間
仁
田
勇(

小
室)

娘
と
歩
く
新
宿
ビ
ル
街
の
昼
下
が
り
ね
ず
み
の
一
匹
横
切
っ
て
ゆ
く

吉
田
政
子(

広
谷
新
町)

俳
　
句

石
川
俊
一
・
選

単
線
の
二
両
編
成
草
紅
葉

猪
狩
茂(

小
室)

老
ゆ
る
と
は
素す

晴ば
ら

し
き
こ
と
槐

え
ん
じ
ゅ

の
実

山
根
正
裕(

末
広
町
一
丁
目)

山
茶
花

さ

ざ

ん

か

の
紅
白
盛
る
夜
戦
寺

斎
藤
恒(

松
江
町
一
丁
目
）

山
車
揃そ

ろ

え
古
式
床ゆ

か

し
き
小
江
戸
振ぶ

り

小
西
平
次(

霞
ケ
関
北
二
丁
目
）

賛
美
歌
の
聞
こ
ゆ
る
庭
に
萩は

ぎ

ゆ
る
る

寺
田
千
代
子(

仙
波
町
二
丁
目)

川
　
柳

小
川
正
夫
・
選

大
仰
な
手て

締じ
め

に
照て

れ
る
小

し
ょ
う

熊く
ま

手で

武
島
征
一
郎(

今
福)

リ
ュ
ー
マ
チ
が
疼う

ず

き
は
じ
め
る
寒
の
入
り

和
田
ふ
み
の(

松
江
町
二
丁
目)

し
あ
わ
せ
と
思
う
日
も
あ
り
菊
日
和

押
味
立
子(

稲
荷
町)

掛
け
持
ち
の
忘
年
会
で
繋つ

な

ぐ
義
理

本
間
四
郎(

旭
町
三
丁
目)

か
け
込
み
で
帳

ち
ょ
う

尻じ
り

合
わ
す
年
の
暮く

れ

我
妻
信
子(

砂)

応募方法（２月掲載分は12月28日戚必着）
●短歌部門＝当季雑詠３首まで、俳句部門＝
当季雑詠２句まで、川柳部門＝雑詠３句まで
●市内在住・未発表・創作のもの・かい書で
明記・すべての漢字にふりがなを付ける・作
品の返却なし・掲載時に選者が手を加える場
合あり
●ハガキに部門・作品・住所・氏名（ふりが
な）・年齢・電話番号を明記し、〒350－
8601川越市役所広聴広報課

私
の
上
戸
小
学
校
の
よ
こ
に

は
、
河
越
館
あ
と
と
い
う
国
指
定

の
史
せ
き
が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
そ

ば
に
は
入
間
川
も
流
れ
、
と
て
も

自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
四
階
の

私
の
教
室
か
ら
も
、
入
間
川
が
き

れ
い
に
見
え
ま
す
。

昔
、
こ
こ
に
は
、
大
き
な
館
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
上
戸
小
学
校

は
、
そ
の
館
あ
と
の
上
に
建
っ
て

い
る
の
で
す
。
昔
の
人
が
気
に
入

っ
て
住
ん
で
い
た
所
に
私
た
ち
の

学
校
が
建
っ
て
い
る
な
ん
て
、
申

し
訳
な
い
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。

で
も
本ほ

ん

当と
う

は
私
た
ち
の
学
校
の
下

に
遺
跡
が
あ
る
な
ん
て
信
じ
ら
れ

ま
せ
ん
。

私
は
、
秋
の
河
越
館
あ
と
が
一い

ち

番ば
ん

好
き
で
す
。
ト
ン
ボ
が
た
く
さ

ん
飛
ん
で
い
て
、夕
方
に
な
る
と
、

ト
ン
ボ
や
虫
を
つ
か
ま
え
に
来
る

子
ど
も
た
ち
で
、
に
ぎ
や
か
に
な

り
ま
す
。館
あ
と
の
ま
わ
り
に
は
、

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
が
点
々
と
さ
き
ま

す
。
草
に
も
、
赤
の
洋
服
が
に
あ

い
ま
す
。秋
は
草
が
風
に
ゆ
れ
て
、

き
れ
い
で
す
。
秋
は
、
茶
色
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
け
ど
、
河
越

館
あ
と
は
、
私
に
と
っ
て
「
赤
」

の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
秋
は
私
の
好

き
な
季
節
な
の
で
、
河
越
館
あ
と

で
遊
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
「
河
越
館
あ
と
史
跡
公

園
」
が
で
き
る
そ
う
で
す
。
木
が

た
く
さ
ん
あ
っ
て
緑
い
っ
ぱ
い
の

河
越
館
あ
と
史
跡
公
園
に
な
る
と

い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
人

が
た
く
さ
ん
あ
つ
ま
る
に
ぎ
や
か

な
公
園
に
な
る
と
よ
い
と
思
い
ま

す
。上

戸
小
学
校
は
、
も
う
す
ぐ
三

十
才さ

い

の
た
ん
生
日
を
む
か
え
ま

す
。
い
つ
ま
で
も
、
私
た
ち
や
上

戸
小
学
校
を
守
っ
て
い
て
ほ
し
い

で
す
。

＊
ふ
り
が
な
は
広
聴
広
報
課
で
付
け
ま
し
た
。

上
戸
小
と
河
越
館
あ
と

上
戸
小
学
校
五
年
　
　
関せ

き

根ね

早さ

映え

子こ

もうすぐ、クリスマスや新年を迎え
ます。この時期になると、シクラメン
の鉢植えをよく見かけます。
地中海東北部沿岸が原産地で、本来
は早春に花が咲き始めます。17世紀
から栽培が始まり、育成技術が進歩す
るにつれ、年末に花を咲かせることが
できるようになりました。花の色・形
や大きさ、葉の模様などの改良も進み、
今では、さまざまな品種が出回ってい
ます。
こうして、鮮やかな色の花が少なく
なる冬場の、代表的な花となったシク
ラメン。人の持っている力はすごいも
のだと、感じさせてくれます。

シクラメン
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